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新
年
度
を
迎
え
て

新
年
度
を
迎
え
、
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
々
の
活
動
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
地
域
福
祉
の
担
い
手

と
し
て
、
大
切
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
度
の
熊
本
地
震
で
は
未
曾
有
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
被
災
地
の
方
々
は

心
身
と
も
に
疲
労
が
重
な
る
ば
か
り
の

状
況
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
も
、
被
災
地
で
懸
命
に
支
援
活
動

に
あ
た
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

方
々
の
お
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す

さ
て
、
一
斉
改
選
が
近
づ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
現
任
委
員
の
方
々
に
は

来
期
も
留
任
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
一
斉
改
選

を
機
に
、
日
々
の
活
動
を
振
り
返
り
、

よ
り
よ
い
今
後
の
活
動
と
考
え
て
い
く

機
会
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
思
い
ま
す
。

た
と
え
、
委
員
の
交
代
が
あ
る
場
合

で
も
、
適
切
に
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、

必
要
な
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
委
員
の
皆
様
に
は
、
委
員
活
動

の
「
継
続
性
」
の
確
保
に
十
分
な
ご
配

慮
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
に
向
け
、
民
生
委
員
制
度
の
更
な

る
充
実
・
発
展
の
た
め
に
も
、
民
生
委

員
制
度
や
私
た
ち
の
活
動
を
広
く
地
域

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

結
び
に
、
今
後
と
も
県
民
児
協
事
業

へ
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
更
な
る
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

〜
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
「
住
み
よ
い

い
ば
ら
き
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
〜

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
県
民
に
対
す
る
様
々
な
相
談

や
援
助
活
動
を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
三
年
に
一
度
の
一
斉

改
選
の
年
で
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
な
ど
に
よ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
な
り
手
の
確
保
が
非
常
に
困
難
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
地
域
社

会
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
詐

欺
事
件
や
孤
立
死
、
児
童
虐
待
問
題
な

ど
、
生
活
課
題
は
ま
す
ま
す
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
県
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
の
充
実
に
努
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
住

み
よ
い
い
ば
ら
き
」
づ
く
り
の
た
め
の

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

な
か
で
も
、
阿
見
町
で
開
催
し
て
お

り
ま
す
「
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の

学
習
支
援
」、
愛
称
「
い
ば
・
き
ら
塾
」

に
お
き
ま
し
て
は
、
阿
見
町
の
民
生
委

員
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
家
庭
で
の
学
習
環
境
が

な
い
子
ど
も
た
ち
へ
学
び
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
ス
ト
の
点
数
の

向
上
な
ど
目
に
見
え
る
効
果
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
い
ば
・
き
ら
塾
」
は
、
今
後

は
他
の
町
村
へ
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

約
半
数
の
市
に
お
い
て
新
た
に
学
習
支

援
事
業
の
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
相
談
、
援
助
を
行
う
皆
様
方
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
福

祉
推
進
の
担
い
手
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
指
導
課
長

県
民
児
協
会
長

鯨

井

登
美
子

石

川

真

澄
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全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

「
第
２５
回
全
国
民
生
委
員
大
学
」に
参
加
し
て

平
成
２８
年
２
月
１７
日
〜
１９
日
の
３
日

間
、
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
の
会
場

「
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
」
に
お
い
て
、
全
国

か
ら
１
２
２
名
の
参
加
の
も
と
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
開
会
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
と
、
厚
生
労
働
省
社
会
・

援
護
局
地
域
福
祉
課
の
藤
咲
宏
臣
氏
よ

り
「
地
域
福
祉
の
動
向
と
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
」
に
つ
い
て
、
行
政
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
参
加
者
を
１５
班
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
文
京
学
院
大
学
准

教
授
の
中
島
修
氏
よ
り
、「
民
児
協
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
」
と
し
て
の
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
民
児
協
会
長
・
副
会
長
へ
の

期
待
と
し
て
、
さ
ら
に
、
本
年
は
一
斉

改
選
の
年
度
で
も
あ
り
、
特
に
次
の
５

つ
の
項
目
に
力
点
を
お
か
れ
て
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

�
新
人
民
生
委
員
が
３
割
を
超
え
る

時
代
、
民
児
協
の
定
例
会
が
事
例
検
討

な
ど
、
研
修
の
場
に
な
る
こ
と
。

�
民
児
協
は
、
新
人
民
生
委
員
な
ど

の
思
い
を
先
輩
委
員
が
受
け
と
め
る
場

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

�
民
児
協
が
チ
ー
ム
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
組
織

が
あ
る
こ
と（
学
校
と
の
連
携
も
重
要
）。

�
ベ
テ
ラ
ン
民
生
委
員
と
新
人
民
生

委
員
が
ペ
ア
に
な
っ
て
、
チ
ー
ム
で
訪

問
活
動
や
地
域
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

の
検
討
。

�
生
活
困
窮
者
支
援
は
、
民
生
委
員

活
動
そ
の
も
の
が
寄
り
添
い
支
援
で
あ

る
。最

終
日
は
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教

授
の
市
川
一
宏
氏
よ
り
「
ま
と
め
と
今

後
の
民
児
協
活
動
へ
の
期
待
」
と
し
て
、

「
受
け
と
め
て
・
つ
な
ぐ
」
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
、
研
修
会
が

閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

平
成
２８
年
１
月
２９
日
〜
３０
日
の
両
日
、

新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

全
国
よ
り
２
６
５
名
の
委
員
の
参
加
の

も
と
で
、
全
国
児
童
委
員
研
究
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
厚
生
労
働
省
の
育
成
環

境
係
長
松
村
智
史
氏
よ
り
の
行
政
説
明
、

次
い
で
昭
和
女
子
大
学
・
國
學
院
大
學

講
師
・
高
橋
久
雄
氏
の
「
児
童
委
員
活

動
へ
の
期
待
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
後
、
明
治
学
院
大
学
教
授
・
松
原

康
雄
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
〜
切
れ
目
の
な

い
支
援
の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜
」
の

テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
、
横
浜
市
港

北
区
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
ど
ろ
っ
ぷ

の
施
設
長
・
原
美
紀
氏
が
「
地
域
子
育

て
活
動
」、
福
島
県
等
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
武
蔵
大
学
・
宇
都
宮
短
期
大
学
非

常
勤
講
師
・
土
屋
佳
子
氏
が
「
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
実
践
か
ら
、

東
近
江
市
主
任
児
童
委
員
・
田
井
中
容

子
氏
が「
赤
ち
ゃ
ん
の
に
こ
に
こ
訪
問
」

に
つ
い
て
具
体
的
な
体
験
談
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

２
日
目
は
、
四
分
科
会
に
分
か
れ
発

表
が
行
わ
れ
、
私
は
第
一
分
科
会
（
民

児
協
会
長
参
加
対
象
・
６３
名
参
加
）「
児

童
委
員
協
議
会
と
し
て
の
取
り
組
み
を

進
め
て
ゆ
く
た
め
に
」
に
参
加
し
、
取

手
市
民
児
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

前
半
で
全
体
の
取
り
組
み
を
、
後
半

で
は
、
要
保
対
協
、
特
に
実
務
者
会
議

の
取
り
組
み
の
現
状
等
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。

近
年
の
児
童
に
対
す
る
、
虐
待
、
不

登
校
、
子
ど
も
の
貧
困
等
子
ど
も
を
め

ぐ
る
深
刻
複
雑
な
問
題
に
対
し
て
、
す

べ
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委
員
で
も
あ

る
こ
と
を
強
く
再
認
識
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

�

内

藤

義

彦

県
民
児
協
理
事

大

内

元

一

取
手
市
民
民
児
協
会
長
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平平成成２２８８年年度度 事事業業計計画画・・収収支支予予算算

運営方針
来年、民生委員制度は創設１００周年という大きな節目

を迎えます。また、昭和２２年の児童福祉法制定に基づく
児童委員制度も７０周年を迎えます。
こうした大きな節目を控えた現在、社会や家庭の変化

に伴い、住民の抱える課題は複雑・多様化し、地域にお
いてはさまざまな支援を必要とする人が増加しています。
本年度は、障害者差別解消法の施行とともに児童福祉

法の改正も見込まれています。また、前年度からスター
トした生活困窮者自立支援制度や改正介護保険制度、子
ども・子育て支援新制度なども、さらなる取り組みの充
実が期待されています。そうした中にあって、常に住民
の立場に立って活動する民生委員・児童委員に寄せられ
る期待は一層大きなものとなっています。
本年１２月には、民生委員・児童委員の一斉改選が予定

されています。県においても「なり手不足」が課題とさ
れるなか、民生委員・児童委員制度やその活動を広く社
会に周知するとともに、委員の環境整備をさらに進めて

いくことが大切となっています。わたしたちは、「民生
委員制度１００周年に向けた活動強化方策」のもと、全民
児連との連携・協働を通じ、日常的な見守り活動等を通
して、これからも地域に密着した活動をすすめ、地域福
祉の向上に貢献していきます。

本年度重点目標
○ 地域の実情を把握し、支援を必要とするあらゆる人
びとが孤立することがないよう訪問や見守り、相談活
動の推進

○ 虐待やいじめ、体罰、犯罪被害、貧困の連鎖などか
ら子どもたちを守り、健やかな成長を支えるための取
り組みの推進

○ ９０周年活動強化方策と「広げよう地域に根ざした思
いやり」の推進と制度創立１００周年に向けた記念事業
の検討

○ 一斉改選時における新旧委員間の円滑な引き継ぎと
新任委員への情報提供等による支援の推進
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県 民 児 協

・民児協いばらき編集委員会（７日）
・正副会長及び総務委員合同会議（１４日）

・監事会（１０日）
・理事会（１２日）
・民児協いばらき編集委員会（１３�２６日）
・児童福祉部会（１７日）
・評議員会（３１日）

・互助事業運営委員会（２日）
・民児協いばらき編集委員会（７日）
・民児協いばらき（７７号）発行（１５日）
・市町村民生委員児童委員協議会長・副会
長合同研究協議会
県北・県央・鹿行地域（１６～１７日 大洗町）
県南・県西地域 （２３～２４日 大洗町）

・市町村民生委員児童委員教室
県北・県央・鹿行地域（７～８日 大洗町）
県南・県西地域 （２１～２２日 大洗町）

・主任児童委員研修会（４日 水戸市）

・互助事業運営委員会
・全体研修会

（８日 茨城県立県民文化センター）
・正副会長及び総務委員会合同会議
・理事会

・民児協いばらき編集委員会
・第３５回茨城県民生委員児童委員大会

（１４日 茨城県立県民文化センター）

・民児協いばらき編集委員会
・正副会長会議

・民児協いばらき編集委員会
・互助事業運営委員会

・正副会長会議
・民児協いばらき（７８号）発行（１５日）

・理事会 ・評議員会 ・正副会長会議
・主任児童委員連絡会（常任委員会・委員長会議）
・正副会長及び総務委員会合同会議

・互助事業運営委員会
・理事会
・評議員会

事項
月

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

３月に開催された平成２８年度第３回理事会（１０日）及び第２回評議
員会（２９日）において、平成２８年度の事業計画と収支予算が承認され
ました。

�

民生委員活動
推進事業費
１，６４８，０００円（２．８％）

民生委員活動
推進事業費
３６，５７８，０００円
（５２．４％）

互助事業費
１２，１５０，０００円
（２０．３％）

【経常収益】

【経常費用】

経常収益
５９，８２６，０００円

経常費用
６９，７７７，０００円

法人会計
４６，０２８，０００円
（７６．９％）

法人会計
９，３５９，０００円
（１３．４％）

互助事業費
２３，８４０，０００円
（３４．２％）

第７７号 ２０１６年（平成２８年）６月１５日民児協いばらき



平平成成２２７７年年度度 事事業業報報告告・・収収支支決決算算

事業報告
１ 協議会の運営
○正副会長会議（５回）
○理事会（４回）
○監事会（１回）
○評議員会（２回）
○部会、専門委員会
・総務委員会（３回）
・編集委員会（８回）
・児童福祉部会（１回）
・主任児童委員連絡会（８回）

２ 研究協議会等の開催
○市町村民生委員児童委員協議会会長・
副会長合同研究協議会（２回）

○市町村民生委員児童委員教室（２回）
○民生委員・児童委員全体研修会（１回）
○主任児童委員研修会（１回）

３ 全国会議等への参加
○第８４回全国民生委員児童委員大会
○第７５回関東ブロック民生委員児童委員活動協議会
○民生委員児童委員等を対象とする相談技法研修会
○全国民生委員・児童委員リーダー研修会

○全国主任児童委員研修会
○全国児童委員研究協議会
○全国民生委員指導者研修会

４ 市町村民生委員活動の推進
○指定民児協
・龍ヶ崎市愛宕地区民生委員児童委員協議会
・高萩市民生委員児童委員協議会
・筑西市下館東部地区民生委員児童委員協議会
・鉾田市旭地区民生委員児童委員協議会

５ 茨城県民生委員児童委員大会
○第３４回茨城県民生委員児童委員大会

６ その他の主な事業
○「民生委員児童委員の日活動強化週間」の取り組
み強化（５月１２日～１８日）
○情報の提供
・民児協いばらきの発行（２回）
○互助事業の実施
・全国民生委員児童委員互助事業及び県互助事業
の実施
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５月に開催された平成２８年度第１回理事会（１２日）及び第１回評議員会（３１日）において、平成２７年度の事業報告及び収支決算が
承認されました。

�

民生委員活動
推進事業費
３６，３９２，３２２円
（６４．３％）

【経常費用】

経常費用
５６，６２９，０８６円

法人会計
１０，９０６，６０５円
（１９．３％）

互助事業費
９，３３０，１５９円
（１６．４％）

民生委員活動
推進事業費
１，６４８，０００円（２．７％）

互助事業費
１２，１４８，４５７円
（２０．０％）

【経常収益】

法人会計
４６，９９６，８５３円
（７７．３％）

経常収益
６０，７９３，３１０円

２０１６年（平成２８年）６月１５日 第７７号民児協いばらき



地 区 民 児 協 だ よ り地 区 民 児 協協 だだ よよ りり
常
陸
太
田
地
区
民
児
協
は
長
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
６６
名
、
主
任
児
童
委

員
３
名
の
大
所
帯
で
運
営
し
て
来
ま
し
た
が
、
２
年
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
別
れ

て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
南
部
・
中
央
・
北
部
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
さ
れ

ま
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
運
営
委
員
を
中
心
に
定
例
会
を
開
催
し
、
委
員
一

人
ひ
と
り
が
意
見
を
出
し
合
い
、
事
業
計
画
を
立
て
研
修
や
活
動
を
行
っ
て
来

ま
し
た
。

平
成
２８
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
る
た
め
、
次
の
目
標
を
決
め
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
運
営
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
目
標

�
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
行
政
や

自
治
会
、
社
協
な
ど
と
協
力
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
地
域
社
会
で
の
孤
立
を
な
く
す
た
め
の
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

�
児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
行
政
等
と
緊
密
に

連
絡
を
取
り
合
い
ま
す
。

�
生
活
困
難
家
庭
に
は
行
政
等
と
連
携
し
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
絶
た
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
支
援
し
ま
す
。

�
日
頃
の
見
守
り
活
動
を
避
難
行
動
要
支
援
者
の
安
否
確
認
に
生
か
し
ま
す
。

ま
た
、活
動
目
標
の
ほ
か
に
、常
陸
太
田
地
区
民
児
協
は
高
齢
者
ニ
ー
ズ
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
て
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
各
委
員
が
担
当
地
区
内
の
高
齢
者
を
年
２
回
一
斉
に
訪
問
し
、

生
活
状
況
や
健
康
状
態
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
し
、
高
齢
福
祉
に
か
ゝ
わ
る
各

機
関
等
と
連
絡
調
整
を
図
り
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。調

査
対
象
者
は
�
ひ
と
り
暮
ら
し
の
６５
才
以
上
の

高
齢
者
世
帯
、
�
高
齢
者
の
み
の
二
人
以
上
の
世
帯
、

�
寝
た
き
り
高
齢
者
の
世
帯
、
	
日
中
の
み
高
齢
者

だ
け
の
世
帯
、


そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

を
対
象
と
し
、
５
月
・
１１
月
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
女
性
の
委
員
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
を
作
り
、

７５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に
電
話
を
し
、
話

し
相
手
に
な
り
、
安
否
確
認
や
孤
独
感
の
解
消
を
図

る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
た
ち
な
か
市
連
合
民
児
協
は
、
中
学
校
区
単
位
で
、
８
地
区
民
児
協
を
組

織
し
、
現
在
２
４
３
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
１７
名
）
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
要
支
援
者
増
加
の
た
め
１
名
増
員
の
予
定
で
す
。
各
地
区
ご
と
に
、
毎

月
の
定
例
会
と
年
６
回
の
運
営
委
員
会
を
開
き
、
事
業
計
画
及
び
活
動
に
つ
い

て
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

連
合
民
児
協
で
は
、
全
体
会
は
総
会
を
含
め
て
年
３
回
、
運
営
協
議
会
を
６

回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
福
祉
活
動
は
も
と
よ
り
、
主
な
事
業
と
し
て
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
、
敬
老
会
及
び
地
域
自
治
会
行
事
、
学
校
行
事
へ
の

参
加
、
子
育
て
支
援
や
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
等
、
活
動
は
多
種
多
様
で

あ
り
ま
す
。

地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
要
支
援
者
の
増
加
に
伴
い
、
様
々
な
問
題
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
各
関
係
機
関
、
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
活
動
し
て
い
る
委
員
の
病
気
等
に
伴

う
退
任
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

新
年
研
修
会
で
は
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
、

ひ
た
ち
な
か
社
会
連
携
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
部
長
・
教
授

寺
島
秀
夫
氏
を
招
き
、

「
が
ん
予
防
と
が
ん
治
療
の
進
歩
」
と
題

し
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

教
授
の
教
え
を
生
か
し
、
今
後
も
健
康

に
十
分
留
意
し
、
安
心
・
安
全
な
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

常常陸陸太太田田市市

常
陸
太
田
市
常
陸
太
田
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
常
陸
大
田
地
区
民
児
協
会
長

和
田

行
雄

ひひたたちちななかか市市

ひ
た
ち
な
か
市
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

ひ
た
ち
な
か
市
連
合
民
児
協
会
長

神
保

忠
正

�第７７号 ２０１６年（平成２８年）６月１５日民児協いばらき



地 区 民 児 協 だ よ り地地 区区 民民 児児 協 だ よ り
旧
藤
代
町
と
旧
取
手
市
は
平
成
１７
年
３
月
に
合
併
し
、
取
手
市
と
な
っ
て
約

１１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

人
口
は
合
併
前
と
比
較
し
て
約
４
４
０
０
人
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
高
齢
化
率
は
３１
％
と
県
内
で
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
１０
年

後
は
推
定
３５
％
以
上
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
児
協
は
、
現
在
１
８
６
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
１５
名
）
の
委
員
で
構

成
さ
れ
、
７
つ
の
地
区
民
児
協
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
で

毎
月
開
催
す
る
定
例
会
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
保
障
制
度
等
に
つ

い
て
の
勉
強
会
や
、
よ
り
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
様
々
な
事
例
の
報
告
を
行
い
、

情
報
の
共
有
と
問
題
解
決
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
区
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
に
４
回（
高
齢
福
祉
・
生
活
保
護
・
障
害
福
祉
・

児
童
福
祉
）
の
市
民
児
協
全
体
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
か
ら
事
項

別
代
表
が
一
同
に
集
ま
り
、
研
修
会
の
内
容
検
討
、
実
施
に
お
い
て
主
体
的
に

準
備
を
行
い
、
民
生
委
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
様
々
な
知
識
を
よ

り
一
層
深
め
る
場
所
と
し
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
を
見
守
る
訪
問
活
動
に
お
い
て
は
、
よ
き
相

談
相
手
に
な
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
、
市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
高
齢

者
台
帳
や
避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
の
作

製
も
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
主
任
児
童

委
員
を
中
心
と
し
て
、
児
童
の
安
全
と
健

全
な
育
成
に
役
立
て
る
よ
う
に
各
学
校
を

訪
問
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
対
応
を
考

え
る
ケ
ー
ス
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
は
多
様
化
し
、
複
雑
な
も

の
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今

後
も
地
域
に
役
立
て
る
よ
う
、
地
域
住
民

の
よ
り
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
推
進
・
向
上
に
つ
な
が
る
活
動
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
瀬
町
・
真
壁
町
・
大
和
村
が
合
併
し
桜
川
市
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
三
つ

の
地
区
民
児
協
も
連
合
協
議
会
を
設
立
し
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
桜
川
市
の
高

齢
化
率
は
２
８
・
９
％
の
高
い
水
準
で
す
。

連
合
民
児
協
は
１
０
０
名
の
委
員
（
岩
瀬
４４
名
、
大
和
１６
名
、
真
壁
４０
名
、

う
ち
主
任
児
童
委
員
６
名
）
で
構
成
さ
れ
、
各
地
区
民
児
協
の
活
動
を
生
か
し

な
が
ら
、
相
互
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
専
門
福
祉
部
会
（
社
会
、
障
害
、
高
齢
、

児
童
）
と
広
報
委
員
会
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。「
民
児
協
さ
く
ら
が
わ
」
を

年
２
回
発
行
し
、
１
０
０
名
の
全
体
集
会
は
活
発
で
す
。
２
月
に
は
、
人
間
の

尊
厳
を
テ
ー
マ
に
著
名
な
歌
人
、
久
々
湊
盈
子
氏
に
よ
る
「
老
い
と
介
護
の
う

た
」
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

さ
て
、
私
が
所
属
の
岩
瀬
地
区
は
、
早
く
か
ら
学
童
保
育
の
実
施
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
や
公
立
病
院
の
充
実
な
ど
を
行
政
に
求
め
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

実
現
は
先
輩
委
員
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
足
跡
で
す
。
定
例
会
を
単
な
る
行
政

の
報
告
会
に
は
し
な
い
と
決
め
、
委
員
の
自
己
啓
発
の
場
、
学
び
の
場
と
し
て

い
る
の
が
特
長
で
す
。
勿
論
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
視
察
を
中
心
に
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
極
力
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
地
区
の
福
祉
部

会
は
活
発
で
一
期
の
始
め
に
実
践
課
題

を
決
め
、
三
年
目
に
は
、
ま
と
め
を
行

い
、
行
政
へ
の
要
望
書
を
提
出
し
て
き

ま
し
た
。
在
宅
医
療
・
介
護
を
研
究
す

る
社
会
部
会
、
健
常
な
高
齢
者
を
ふ
や

そ
う
と
す
る
高
齢
部
会
、
危
険
箇
所
調

査
改
善
を
行
う
障
害
部
会
。
学
校
区
の

安
全
と
見
ま
も
り
実
施
の
児
童
部
会
。

当
地
区
委
員
ら
の
活
動
を
ま
と
め
励
ま

し
て
い
る
広
報
（
ひ
ろ
ば
）
委
員
会
。

以
上
の
よ
う
な
活
動
を
有
機
的
に
ま

と
め
て
い
る
岩
瀬
地
区
役
員
会
の
果
た

し
て
い
る
役
割
は
大
き
い
で
す
。

取取手手市市

取
手
市
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

取
手
市
民
児
協
会
長

内
藤

義
彦

桜桜川川市市

桜
川
市
岩
瀬
地
区
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

桜
川
市
連
合
民
児
協
・
岩
瀬
地
区
民
児
協
会
長

小
林
美
嵯
子
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平
成
２８
年
５
月
の
定
例
評
議
員
会
に
お

い
て
、
評
議
員
の
補
充
選
任
が
あ
り
、
次

の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
評
議
員

﹇
古
河
市
﹈
三
村

重
雄

●
県
保
健
福
祉
部
の
人
事
異
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係

（
平
成
２８
年
４
月
１
日
）（
敬
称
略
）

部

長

松
岡

輝
昌（
留
任
）

理
事
兼
次
長

近
藤

慶
一（
留
任
）

次

長

石
田
菜
緒
子（
新
任
）

子
ど
も
政
策
局
長

寺
門

利
幸（
新
任
）

厚
生
総
務
課
長

荒
井

正
徳（
新
任
）

福
祉
指
導
課
長

石
川

真
澄（
留
任
）

子
ど
も
家
庭
課
長

小
室

昌
彦（
新
任
）

長
寿
福
祉
課
長

杉
山

順
彦（
新
任
）

障
害
福
祉
課
長

高
塚

和
郎（
留
任
）

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
長

桜
井

正
樹（
留
任
）

中
央
児
童
相
談
所
長

岡
田

嵩
弘（
新
任
）

土
浦
児
童
相
談
所
長

高
橋

活
夫（
新
任
）

筑
西
児
童
相
談
所
長

川
和

幸
夫（
新
任
）

●
お
知
ら
せ

平
成
２８
年
度
県
民
児
協
主
催
の

研
修
会
及
び
県
大
会
予
定

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
修
協
議
会

【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

６
月
１６
日
（
木
）
〜
１７
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
地
域
】

６
月
２３
日
（
木
）
〜
２４
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

７
月
７
日
（
木
）
〜
８
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
地
域
】

７
月
２１
日
（
木
）
〜
２２
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

○
主
任
児
童
委
員
研
修
会

【
県
内
全
域
】

８
月
４
日
（
木
）

県
総
合
福
祉
会
館

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

【
県
内
全
域
】

９
月
８
日
（
木
）

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

○
第
３５
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

１０
月
１４
日
（
金
）

県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

役

員

紹

介

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
御
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
共
同
募
金
会

昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お
き

ま
し
て
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
様

に
多
大
な
る
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２７
年
度
の
共
同
募
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
５
億
７
０
９
６
万
７
０
２
０
円
と

い
う
実
績
と
な
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
支
援
や
施
設

福
祉
の
充
実
な
ど
、
様
々
な
福
祉
活
動
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

使
い
み
ち
の
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

�
地
域
で
の
孤
立
を
防
ぐ
サ
ロ
ン
活
動

の
支
援

�
児
童
養
護
施
設
を
退
所
す
る
児
童
に

対
す
る
普
通
自
動
車
免
許
取
得
な
ど

の
自
立
支
援

�
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

�
障
が
い
者
の
就
労
訓
練
に
使
用
す
る

備
品
の
整
備

�
大
規
模
災
害
に
対
す
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

な
ど
と
な
り
ま
す
。

共
同
募
金
の
約

７０
％
は
地
域
の
た

め
、「
じ
ぶ
ん
の

町
を
よ
く
す
る
」

た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
に

お
け
る
様
々
な
福

祉
課
題
解
決
の
た

め
、
今
後
と
も
赤

い
羽
根
共
同
募
金

運
動
に
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

高
齢
者
や
介
護
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が

メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
認
知
症
の
母
親
が
お
り
、
週

４
日
間
「
居
宅
介
護
事
業
所
」
に
通
所
し

て
い
ま
す
。

介
護
問
題
は
、
現
場
に
接
す
る
人
間
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
ま
す
。

介
護
は
人
の
命
を
預
か
る
大
切
な
仕
事

で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
重
大
な

ケ
ガ
や
死
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

決
し
て
き
れ
い
な
仕
事
で
は
な
い
し
、

時
に
は
屈
辱
的
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
暴
力

を
受
け
た
り
し
て
も
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
人
が
「
認
知
症
に
だ
け
は
な
り
た
く

な
い
。」
そ
ん
な
思
い
の
根
底
に
は
「
自

立
し
た
人
間
で
あ
り
た
い
」
と
言
っ
て
ま

し
た
。
介
護
福
祉
士
の
人
手
不
足
が
一
日

も
早
く
解
決
を
し
て
認
知
症
の
方
が
安
心

し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
、「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
し
て
も
願
っ
て

い
ま
す
。

編
集
委
員

中
山

勇
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